
社会福祉概論 / Social Welfare

社会福祉概論

15 lessons / 90 minutes each
course plan

clear visual simple bilingual
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第3回 経済・労働の変化

＊日本語がむずかしいときは、短いことばでも大丈夫です。キーワードだ
けでもいいです。英語を少し使っても大丈夫です。

福祉経営科



社会福祉概論 / Social Welfare

• 雇用 = employment 
• 労働 = labor / work 
• 収入 = income 
• 失業 = unemployment 
• 非正規雇用 = non-regular employment
• ワーキングプア = working poor 
• ギグワーク = gig work 
• ワークライフバランス = work-life balance
• サービス業 = service industry
• 短期雇用 = short-term employment
• 有期雇用 = fixed-term employment

Keyword
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前回のふりかえり

大切なポイント

• 日本では人口減少と少子高齢化が進んでいる

• 人口の変化は地域・経済・社会保障に影響する

• 人口の変化は社会福祉と深く関係する

• 今日は、この流れを「経済・労働」のテーマにつなげて考える
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今回の流れ

労働環境の変化

1.雇用・労働の動向

2.雇用・労働の変化がもたらす影
響

3.雇用・労働の対策と社会保障の
課題
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社会福祉概論 / Social Welfare
5

現代社会を変える3つの大きな力

社会保障の形を変えます
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労働力状況の変化

2026年時点の日本の労働力状
況は、少子高齢化に伴う構造的
な減少傾向の中で、女性や高齢
者の労働参加が進み、労働力人
口は7,000万人規模を維持・微
増（2025年平均で7004万人、3
年連続増加）している。

総務省統計局「労働力調査」
注：労働力人口の1952年以前は14歳以上人口のうちの該当する者
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年齢階級別労働力率

⚫ M字カーブとは、女性の年齢別労働力率（働く人の割合）をグラフにした際、出産・
育児期（30代）に労働力が低下し、子育てが落ち着く40代以降に再上昇してアルファ
ベットの「M」の形を描く現象

総務省統計局「労働力調査」

日本で結婚や出
産に伴って離職
する女性が多い
様々な背景・理
由について考え

ましょう
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失業の状況

資料出所
総務省統計局 「労働力調査」
厚生労働省「職業安定業務統計」
注：有効求人倍率の1962年以前は学卒（中卒、高卒）の求人、求職が含まれる。

有効求人倍率とは、ハローワークで
仕事を探す人（求職者）1人に対し、
企業から何件の求人があるかを示す、
雇用動向の指標です。厚生労働省が
毎月発表しており、1を上回ると人
手不足（売り手市場）、下回ると職
探しが困難（買い手市場）と判断さ
れます

完全失業率とは、15歳以上の働く意
欲のある人（労働力人口）のうち、
仕事を探しても仕事に就くことので
きない人（完全失業者）の割合。

15歳以上人口 労働力人口（＝
従業者＋休業者
＋完全失業者）

非労働力人口
（学生＋主婦＋
高齢者など）
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雇用形態別雇用者数 非正規の職員・従業員割合
1984年～2025年

資料出所
2013年以降は総務省統計局「労働力調査」（基本集計、年平均）、2002年以降2012年
までは同「労働力調査」（詳細集計、年平均）、2001年以前は同「労働力調査特別調
査」（2月）
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雇用の変化（正規と非正規雇用）

働くの4割が非正規雇用です。貧困の要因の一つである。
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非正規雇用が貧困（ワーキ
ングプア）に陥りやすい主
な原因はなんだろうか。

議論

1
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2.雇用・労働の変化がもたらす影響

①サービス業の拡大

• 脱工業化→工業中心からサービス業中心へ、仕事の形が変わる

②雇用の流動化

• 終身雇用と年功賃金といった「日本的雇用システム」が見直さ
れ、短期雇用・有期雇用を増えた

③「ギグワーク」問題

• 請負・単発の仕事が増える

• 収入が安定しにくい

④ワーキングプア問題 working poor

• 働いていても生活が苦しい

雇用の変化は、生活の不
安定さを生み、

社会福祉と深く関係しま
す。
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昔の働き方と今の働き方

昔の働き方

• 工場・建設・製造業が中心

• 長く同じ会社で働く人が多い

• 終身雇用・年功賃金が強い

今の働き方

• コンビニ・介護・飲食店・物流・観光・
サービス

• 働き方が多様になっている

• 契約のある仕事・短い仕事も増えている

仕事の形が変わると、生活の安定のしかたも変わります。
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ワーキングプアとフリーター

このような働き方は、生活の不安定さにつながることがあ
ります。
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3.雇用・労働政策と社会保障の課題

①仕事を見つけるための支援＝ワークフェア政策

• 就職を助ける政策：積極的労働市場政策（Active labour market policy)

• 就職氷河期の課題→フリータ－、ニート

②働きにくい人への支援

・障害者雇用促進法→差別禁止・合理的配慮の提供義務

・男女雇用機会均等法→性差別の禁止

・育児・介護と仕事の両立支援：育児・介護休業法

③これからの働き方

・ワークライフバランス

・多様な働き方

・ディーセント・ワーク

就職支援 = job support
障害者雇用 = employment for 
persons with disabilities
女性就業支援 = support for 
women’s employment
ワークライフバランス = work-life 
balance
ディーセント・ワーク = decent 
work
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雇用の不安定さが生活に与える影響

雇用の不安定 収入の不安定 生活の不安 福祉の必要

• お金・住む場所・子育て・病気・介護など、いろいろな困りごとが出てくる

• だから、雇用や労働の問題は福祉の問題とも深く関係する
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社会保障が支えること

失業

仕事を失ったとき

病気

働けないとき

子育て

子どもを育てるとき

高齢

介護や年金が必要なとき

社会保障 = 生活を支え
る仕組み
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まとめ

今日のまとめ

• 仕事の形は変化している

• 非正規雇用やギグワークが増えている

• 雇用が不安定だと生活も不安定になりやす
い

• 働いていても生活が苦しい人がいる

• だから、雇用・労働の問題は社会福祉と深
く関係している

ふりかえり

• 今日わかったこと

• むずかしかったこと

• 仕事と生活の関係で気づいたこと
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まとめ
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